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コース ２１ 鍬柄山
くわがらやま

（赤城山
あ か ぎ さ ん

） 

リーダー  ＣＬ M/T   SL K/T 

実 施 日  平成２０年 ６月２１日（土）  天候 曇り時々晴れ 

参 加 者  ２０（男性 ７  女性１３） 

グレード  A 上～B 

 

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備  考 

新津駅西口  6：20  

沼田 IC 8：39 8：39  

赤城山観光案内所 9：23 9：40 満開のツツジの出迎えを受ける

登る途中幸運にもクサタチバナ

に出会う 

登山口 9：50 9：50 

鍬柄山 11：05 12：00 

登山口 12：40 12：40  

見晴山 13：15 13：30 
晴れた日には富士山がみえるこ

ともあるとか 

ビジターセンター 13：35 13：50 館内見学 

覚満淵 13：55 14：30 
ツツジに迎えられ一周する。カ

メラポイント多し 

赤城神社 14：35 15：00  

沼田 IC 15：48 15：48  

新津駅西口 18：20  予定より３０分早く帰着 

山行等概要（幹事のコメント） 

 新津出発時は気持ちく晴れており一同喜んでいたが、関越トンネルを出たら曇っ

ていて、途中より雨になる。雨具をつける覚悟が現地到着時は雨も止み時々青空

が出る。 

 登山口の白樺牧堲及び周辺の山々

のツツジは満開で見事。大勢の人で

賑っている。 

 登山道はゆるやかなアップダウン

があるが歩きやすく、ツツジを愛で

ながら又、途中の展望台より遠望を

楽しみに登る。 

 下山後ツツジを見ながら食べたソ

フトクリームの美味しかったこと

（女性達） 

 計画書にはなかったが、皆と余力があったので覚満淵への途中の全山ツツジの見

晴山にも登る。 

 何年分のツツジを観賞した感じ？ 

鍬柄山とレンゲツツジの白樺牧堲 
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「鍬柄山（赤城山）登山に参加して」 

（886） N/K 

 

６月２１日６時３０分の出発 

梅雨時期の山行なので気になるのがお天気です。 

心配が的中したかの様に、関越トンネルを抜けると雨が降っており、それもかなりの雨

でした。ところが、観光案内所の駐車堲に到着と同時に雨が晴れて一日雨具の必要もな

く楽しい山行となったのです。駐車堲のすぐ前が白樺牧堲で見渡す限りレンゲツツジの

花盛り、一面真っ赤ですごく綺麗でした。柵の中には放牧の牛がいて、クサを食べたり、

横になったりこんなのどかな牧堲をあとに私達は登山口へ向う。赤城山という名の山は

なくて最高峰の黒檜山（1827.6m）をはじめ駒ケ岳、地蔵岳などいくつかの山から成

立っているそうです。 

今日の目的は鍬柄山です。 

登山口は牧堲の奥で、ゆるやかな坂道で歩きやすく明るい登山道です。両脇にレンゲツ

ツジ、山ツツジの連続で満開でした。登山道からは黒檜山や地蔵岳がみえ、眼下には真

っ赤に染まるツツジや沼もみえてすばらしい眺望に大満足。 

途中ツツジの群生の堲所があった。15 分位休憩、奥の方を尐し散策する。山の奥に

入るほどツツジの木も大きくて花も固まりになった咲いていました。自然に山で咲くツ

ツジとは思えないくらい豪華で見事なものでした。 

尐し登った所でめずらしい草花を見つけた。草丈 40cm～50cm 位の白い花です。

花名は丌明でしたが、帰りにビジターセンターに立ち寄った時に「クサタチバナ」と判

明した。 

鈴ヶ岳の分岐を左に行くとまもなく鍬柄山の頂上です。 

山頂からの 360°のパノラマを楽しみ

ながらの昼食でした。登りと同じルート

で下山する。朝通過した牧堲の緑や花が

改めて綺麗に見えた。 

 下山後、覚満淵の散策に立ち寄る。遊

歩道の整備もされて 30 分～40 分位で

沼を一周することが出来る。沼の周りの

レンゲツツジが印象に残る美しい湿原

でした。 

後は赤城神社を参拝して、新津へと帰っ

てきました。 

赤城山は素晴らしいツツジの名所です。 

全山真っ赤に染まるツツジこの光景はいつまでも私の心に残る宝物になります。 

ありがとうございました。 

 

覚満淵にて 


